
【妊】「姙」という異体字がありそれを顔真卿が「多宝塔碑」
で書いている。「明治の漢字」では「娠」の〈許容〉の異体字
に「妊」をあげている。その通りなら「妊娠」を「妊妊」と
書いてもよいことになる。
【妙】説文篆文では「玅」の字体。弘道軒四号と三号では字体

が異なる。
【妖】説文篆文では旁にくさかんむりのようなものがある。
【委】漢代以降、左右に伸ばすのは「女」の横線で、「禾」の
右ハライは止める。
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※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作


